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§１．研究成果の概要 

 

 様々な人や組織が IoT データ及び Web 上のデータを横断的に活用した新たなサービスの構

築・普及を考えており、今後これらのデータを流通させ、組み合せて活用していく制度やインフラが

整っていくことが予想される。しかしながら、どこから個人のプライバシ情報が漏洩するかを予想す

ることが困難になり、プライバシを保護する共通的で強固な枠組みの構築が重要な課題となる。

2020 年度は主に誤差及び欠損を考慮したプライバシ保護データ解析手法の開発に取り組んだ。

機械学習手法を使うことで、たとえばショッピングモールの来場者の写真から年齢・性別ごとに人数

をカウントすることができる。しかしプライバシ保護のため、写真が不鮮明な場合がある。このような

場合、機械学習による認識誤差が蓄積されるため、カウント精度が大幅に低下する。反復ベイズ法

と混同行列を用いたアルゴリズムを開発し、カウント数の推定精度を向上させた。実験の結果、提

案手法はベースライン手法と比較して平均で 64.3%の推定誤差を低減することができた。また IoT

環境における機械学習への攻撃を緩和する手法ならびに、複数データソースからデータを収集し

た際にその欠損値を推測する手法等を提案した。さらに、位置の時系列データに対して、プライバ

シと有用性のトレードオフを柔軟に取ることのできるアルゴリズムを開発したほか、主に医療データ

を対象にしてプライバシを保護しながらデータを収集するアルゴリズムや、ゲノムデータを対象にし

たプライバシ保護統計的検定手法の開発を行った。 
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